








自閉症の病因論が,Kanner(1943)以来の心因論から器質論へと展開していった流れの中

で,1970 年代に入って,自閉症が多くの感覚情報の中から,必要なものを取捨選択し,体制

化する認知過程に障害を持つために,コミュニケーションの異常が生じるのではないかと

する,言語・認知障害病因モデルが唱えられてきた。このモデルは,対人的相互作用の欠陥

について,言語を含めた認知機能全般にかかわる高次神経過程の障害を仮定しており,人の

社会的コミュニケーションの神経心理学的基礎と発達障害の特徴にアプローチする手掛り

を与えてくれた。 

自閉症児の中には,言語理解能力がきわめて低いにもかかわらず,長期療育の中で,言語的

指示に従うことが可能となる者がある。すなわち,彼らは日常場面で言語指示が与えられた

時,その指示に対する正しい行動を取ることができる場合もある。このような言語的指示に

従う反応がどのような認知機能に支えられているかについて,自閉症児が示す反応様式と,

健常児が同様な条件下で示す反応の年齢的変化とを比較対照し,対人的相互作用の認知機

能に関する神経心理学的発達を検討することを,本研究の目的とした。 


